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無
罣
礙

南
魚
沼
市
長　

林　
茂
男

女
房
役

新
し
い
息
吹
、
躍
動
へ
の
期
待
。
心
か

ら
待
ち
望
ん
だ
春
を
迎
え
ま
し
た
。
私
の

近
辺
も
新
し
く
。巷こ

う

間か
ん

、「
市
長
の
女
房
役
」

と
言
っ
た
り
す
る
副
市
長
職
を
今
年
度
か

ら
二
人
に
。
何
の
取
り
得
も
な
い
私
で
す

が
、
少
し
自
慢
で
き
る
の
は
人
と
出
会
う

運
の
強
さ
。
市
長
９
年
目
、こ
れ
ま
で「
戦

友
」
と
も
言
う
べ
き
二
人
の
副
市
長
に
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
人
は
、
岡
村
聡
氏
。
平
成
28
年
、
私

の
市
長
就
任
以
来
、
昨
年
12
月
ま
で
井
口

初
代
市
長
時
代
か
ら
通
し
て
、
在
任
期
間

は
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
。
職
員
へ
の
口

癖
は
「
凡ぼ

ん

事じ

の
徹
底
」。
自
身
の
仕
事
ぶ

り
も
全
て
に
お
い
て
手
堅
く
、
沈
着
冷
静

に
し
て
温お

ん

厚こ
う

篤と
く

実じ
つ

。
こ
れ
ほ
ど
職
員
か
ら

慕
わ
れ
た
先
輩
は
い
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
。
背
高
く
背
筋
は
常
に

伸
び
、
風
貌
は
戦
後
史
の
白し

ら

洲す

次
郎
の
よ

う
な
端
正
さ
。
林
市
政
の
最
大
課
題
の
一

つ
、
混
迷
し
た
新
ご
み
処
理
施
設
の
道
が

つ
く
ま
で
、
と
無
理
を
押
し
て
共き

ょ
う

闘と
う

い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
成
っ
た
立
地
集

落
と
の
建
設
合
意
を
見
届
け
て
の
円
満
退

職
。
他
市
町
が
羨
む
名
副
市
長
で
し
た
。

も
う
一
人
は
現
在
、
市
の
病
院
事
業
管

理
者
で
あ
る
外
山
千
也
氏
。
就
任
間
も
な

く
、
私
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
市
の
病
院
事

業
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
」
と
恐
怖
感
を

覚
え
て
い
ま
し
た
。
許
容
を
超
え
た
赤
字

経
営
。
そ
の
改
善
の
前
提
と
な
る
常
勤
医

師
の
確
保
問
題
。
ど
素
人
な
が
ら
一
筋
縄

に
は
い
か
な
い
難
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

中
で
出
会
っ
た
の
が
、
全
国
有
数
の
医
療

団
体
の
常
務
だ
っ
た
外
山
医
師
で
し
た
。

な
ん
と
前
職
を
投
げ
て
当
市
に
。
医
療
改

革
の
旗
手
と
し
て
特
命
副
市
長
に
。
氏
の

馬
力
と
陣
頭
指
揮
が
な
け
れ
ば
、
あ
の
新

型
コ
ロ
ナ
の
波
を
越
え
る
な
ど
で
き
な

か
っ
た
は
ず
で
、
自
治
医
科
大
学
の
寄
附

講
座
の
実
現
に
続
く
、
多
く
の
医
師
確
保

や
病
院
群
の
再
々
編
は
進
み
、
経
営
は
奇

跡
的
な
回
復
に
転
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
春
か
ら
着
任
し
た
二
人
。

南
雲
貢
氏
は
総
括
副
市
長
と
し
て
市
政
全

般
を
。
も
う
一
人
の
特
命
副
市
長
と
し
て

私
が
招し

ょ
う

聘へ
い

し
た
小
髙
直
弘
氏
は
、
名
鉄
グ

ル
ー
プ
、
名
鉄
観
光
の
特
別
顧
問
の
職
を

辞
さ
れ
名
古
屋
か
ら
当
市
に
。
民
間
の
視

点
で
山
積
す
る
市
政
課
題
に
共
に
立
ち
向

か
っ
て
も
ら
い
ま
す
。人
生
意
気
に
感
ず
。

そ
の
共
鳴
の
関
係
が
市
政
の
安
定
を
左
右

す
る
と
ま
で
思
う
二
人
の
新
た
な
女
房
役

と
一
心
同
体
で
。

康健 ひろば
【問合せ】保健課　☎７７３・６８１１

熱中症を防ごう！

・南魚沼市民病院　☎788・1222
・魚沼基幹病院　　☎777・3200
・齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773・5111

救急医療 ～夜間などに困ったときは～

電話相談
時19：00～翌朝8：00（毎日）

・新潟県救急医療電話相談
対15歳以上

　☎025・284・7119（＃7119でも可）
・新潟県小児救急医療電話相談

対15歳未満
　☎025・288・2525（＃8000でも可）

LINEで相談「AI救急相談アプリ」
救急医療の相談や緊急度の判定ができます。

全国版救急受診アプリ「Ｑ助（きゅーすけ）」
　緊急度判定を支援し、利用できる医療機
関や受診手段の情報を提供します。事前に
アプリをダウンロードして、いざというと
きに備えましょう。

休日・夜間救急 連絡先

AI救急相談
アプリ

総務省消防庁
ウェブサイト

市ウェブサイト

詳しくは

　☎025・284・7119（＃7119でも可）

急に暑くなる初夏は、体が暑さに慣れていないこと
から、熱中症に注意が必要です。

運動などをしていなくても、体からは１日約2.5リ
ットルの水分が失われます。

室内でも熱中症になることがあり、高齢者や乳幼児、
病気にかかっている人は注意が必要です。体調不良の
ときも、注意しましょう。
予防のポイント
・こまめに水分をとる
・エアコンや扇風機、すだれなどを

上手に使う
・屋外では気温に注意し、体を締め付けない涼しい服

装で、帽子や日傘を利用する
・作業中や外出時は適度に休憩を取り、無理をしない
・日ごろからバランスの取れた食事を１日３回とる。

特に、朝食は抜かない
・早めの就寝を心がけ、寝不足にならないようにする
・暑い時期になる前に適度に運動し、体力をつけておく




